
境川遊水地等の整備により浸水被害の発生を防止（神奈川県）

○ 境川水系境川では、洪水を安全に流下させるため、平成28年度までに境川遊水地等の整備を実施。

○ 令和３年７月の大雨では、遊水地直上流の境川遊水地雨量観測所において、近年で最大の被害が発生した平成16年10月台風
第22号時を超える降雨（累加雨量332mm）を観測。

○ 境川遊水地で約25万m3の洪水を貯留し、下流河川の水位を約40cm低下させたと推測され、家屋浸水被害の防止に寄与。
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【令和３年７月の大雨で効果を発揮した事例】

洪水時期 浸水面積 浸水家屋
H16.10 69ha 670戸
R3.7 0ha 0戸

事業 対策内容 事業費 対策期間

河川改修事業 遊水地整備 約460億円 H2～H28

出水状況位置図 整備効果

【作成：国土交通省】


